1997ネン ノ セカイ ノ フトウコウ ケンキュウ ノ ガイカン ERIC オヨビ PSYCHOLOGICAL ABSTRACTSノ ブンケン カラ by 佐藤 正道 & Masamichi Sato
          １９９７年の世界の不登校研究の概観 
         －ERIC および PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の文献から－ 
 
                                                              佐藤 正道 
 
                                       要 約 
 日本の不登校の問題を考える上で，常に世界の研究に目を向け続けることは必要である。筆
者は 1980 年から 1990 年までの研究の概観を行い，その継続研究として 1991 年から 1 年毎に
ERIC および  PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の不登校との関連が考えられるキーワード
school  
attendance，school dropouts，school phobia ，school refusal を持つ文献を分類してきている。そ
の継続研究として 1997 年の文献について取り上げ分類し検討を加えた。 
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  Ⅰ はじめに 
 筆者(1992a)は，諸外国と日本における不登校の初期研究を踏まえた上で，ERIC および
PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の school attendance,school dropouts,school phobia,school refusal 





様，DIALOG データベースの ERIC と PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS (PsycINFO データベー
ス)を用い，文献検索を行った。これらの中から不登校との関連が考えられるものについて，キ
ーワード毎に分類した。筆者の作業(1992a)に続くこの継続研究は，今回で 7 年目に当たるが，
同一規準で 10 年分の作業をし，世界での傾向を把握する基礎研究の 1997 年分である。 
 DIALOG データベースでの 1997 年の ERIC では， school attendance に関する文献が 21 件，
school dropouts に関する文献が 11 件，school phobia に関する文献が 2 件，school refusal に関す
る文献が 1 件であった。一方，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，school attendance に関す
る文献が 25 件，school dropouts に関する文献が 23 件，school phobia に関する文献が 5 件，school 
refusal に関する文献は 8 件であった。 
 DIALOG データベースの 103 件の文献の中で不登校との関連が考えられる 79 件について，
キーワード毎に分類し，研究の概観をする。 
 Ⅱ 各キーワード毎の研究の概観 




  １ school attendance に関する研究の概観 
  attendance をキーワードに持つ文献 46 件のうち，関連の考えられる 29 件について概観する
ことにする。ERIC では 21 件のうち 12 件，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，25 件のう
ち 16 件を取り上げる。なお，国別では，アメリカ合衆国が 23 件，英国が 2 件，日本が 2 件，







  McGhan(1997)は，K-12 の公立学校の登校を自由意志で行うようにするということは，学校
環境を改善し，学校選択の必要性を評価することになるとしている。 
  Gamse ら(1997)は，イーブンスタート計画が，早期の児童の教育，成人教育，親の教育を統
合し，低収入の子どもや大人の教育の機会を改善するために実施されたという。ここでは，こ
の計画に参加した数年間後の成績について評価し，イーブンスタート群と対照群の学校を特徴
づけようとしている。データは，この計画に加わった 179 人から集められ，72%にあたる 128
人が事後研究に参加したという。研究によると，遅刻をほとんどしないということを以外は，
あまり差は見られなかったという。 
  Bos と Fellerath(1997)によると，オハイオ州の学習・利益・親になるプログラム(LEAP)は，
登校を促す実質的な財源を伴う福祉を受けている十代の親に提供されているという。プログラ























  Klicka(1997)は，合衆国 50 州各州のホームスクールに関する法律の要約をしている。1997
年までに 35 州がホームスクールの規則または法律を採用しているという。41 州は，ホームス
クーリングの親が何らかの特別な資格を持つ必要がないとしているという。 
 ウエストバージニア州 Kids Count Data Book:1996(1997)では，1980 年から 1994 年の間の州の
児童福利に関する郡および州規模の傾向を調査している。1997 年の特徴としてあげることがで





























   Kobayashi と Nakada(1997)は，児童の登校の楽しさと教師の力量の関係を調査し，教師が，
学級の雰囲気を通してどのように力量を使うことができるかを研究している。教師の力量を調
べるため，教師の社会的支持，学級の雰囲気，登校の楽しさについての質問紙を 4 年生から 6









いる。データは，1966 年に初等学校に入学した時に研究され，その後 32 歳に面接を受けた，








師を雇用する時に学校は有効であるという理論を展開している。23 の中等学校の 5600 人の生
徒の縦断的データの分析によると，公共組織は数学の成績や登校状態とは関係せず，学術雑誌
は数学の成績及び登校状態に肯定的に関係したという。 





































  Nyberg ら(1997)については，school attendance にも関連するが，school dropouts にも関連して
いるので，school dropouts において取り上げることとする。 
  Morrison ら(1997)は，初等学校段階の学校での行動上の問題を解決するための家族システム
のアプローチの有効性を確かめた研究結果を論じている。ここでは，関連する背景となる情報
や人口統計学的データ，これらに含まれる登校状況とその後の概観について取り上げている。 
  Flores-Fahs ら(1997)は，暴力，公的資金への家族の依存，若者によるアルコールやその他の
薬物使用の高い水準によってマークされた隣人から生徒に向けられる二つの初等学校での青年
期前期での薬物乱用に対する危機要因の減少について，家庭学校権限プログラムの影響を研究
















  Teachman ら(1997)は，school attendandce との関連もあるが，school dropouts との関連もある
ので，school dropouts において取り上げここでは取り上げない。 






















 ２ school dropouts に関する研究の概観 
  1997 年の dropouts をキーワードに持つ文献 40 件のうち，関連の考えられる 31 件について概
観することにする。ERIC では 11 件のうち 8 件，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，29 件
のうち 23 件を取り上げる。なお，国別では，アメリカ合衆国が 25 件，カナダが 5 件，オース
トラリア 1 件である。 
  Murnane ら(1997)は，1979 年から 1991 年までの若者に関する合衆国縦断調査データを用い




   Goldman と Bradley(1997)は，学校に戻ってきたオーストラリアの高校中退者の教育的体験























  KIDS COUNT Data Book 1997(1997)は，attendance において取り上げたウエストバージニア州
Kids Count Data Book:1996 のもとになるアメリカ合衆国の教育，社会，経済，身体に関わる児
童福利水準の国家および州毎の編集物がまとめられているものである。先に詳しく概観したの
で，ここでは簡単に存在のみを取り上げた。貧困にある子どもの教育の改善を論じている。 
  ウエストバージニア州 Kids Count Data Book:1996(1997)は，dropouts にも関連するが，
attendance にも関連するので attendance において取り上げる。 






















  Janosz ら(1997)は，中途退学の予測要因を決定し，どれだけ長い間にわたって安定であるか







































  Ellenbogen と Chamberland(1997)は，友達の特徴，友達関係のつながりの状況，高校中退の危
機的状況にある生徒とそうでない生徒の仲間関係の性質を比較している。学年の始めと終わり
に，中流階級の 14～16歳の 109人の男子と 82人の女子の高校生が質問紙に回答をしたという。
危機的状況にある生徒は，中途退学者の友達および有職の友達がより多く，学校の友達および
同性の友達がより少ないという。性差は，数カ所の地域で見い出されたという。 























































  Mahoney ら(1997)は，学校を基盤とした教科外活動との関わり合いと早い時期の中途退学の
関係を研究している。7 年生から 12 年生まで 206 人の女子と 186 人の男子 392 人について縦断


















































 Finn と Rock(1997)は，低収入の家庭出身の 1,803 人の少数民族の生徒を評点，テストの点数，





 Iwamoto と Yoshida(1997)は dropouts にも関連するが，school refusal にも関連するので，school 
refusal のところで取り上げることにする。 
 ３ school phobia に関する研究の概観 
 1997 年の school phobia をキーワードに持つ文献 9 件のうち，関連の考えられる 7 件について
概観することにする。ERIC では 2 件のうち 2 件，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，7 件
のうち 5 件を取り上げる。なお，国別では，アメリカ合衆国が 5 件，フィンランドが 1 件，ス
ウェーデンが 1 件である。 

















  Birmaher ら(1997)は，子どもの情緒障害について論じている。314 人の 9 歳から 18 歳までの




 Flakierska-Praquin ら(1997)については，school phobia にも関連するが，school refusal の節で
取り上げるので，ここでは取り上げない。 
 
 ４ school refusal に関する文献 
 1997 年の school refusal をキーワードに持つ文献 10 件のうち，関連の考えられる 7 件につい
て概観することにする。ERIC では 2 件のうち 1 件，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，8
件のうち 6 件を取り上げる。なお，国別では，アメリカ合衆国が 2 件，日本が 2 件，英国が 2
件，スウェーデンが 1 件である。 
 Iwamoto と Yoshida(1997)は，日本の登校拒否について論じている。日本の不登校の発生率は，
過去 10 年間にわたって実質的に増加してきており，この傾向が逆転する兆しは全くないと述べ
ている。文部省のデータから導き出した増加に関する詳細，年齢，診断基準が示され，予後と





















  Bernstein ら(1997)は，病的不安および抑うつ障害の登校拒否の青年の事例においてもっとも
一般的な身体的愁訴を特定したという。身体症状が，高い不安水準に関連するのか，あるいは






  Tomoda ら(1997)は，登校拒否の患者の生体リズムと不明確な症状との間の関係を調査して
いる。12 歳から 18 歳の 22 人の登校拒否の患者の概日リズム(CBT)と身体的あるいは精神医学
的な障害が何もない不明確な愁訴の関係を調査したという。睡眠にも精神医学的にも医学的に
も障害のない 9 人の健康で年齢的にも一致した登校をしている生徒について，CBT の調査をし






   Flakierska-Praquin ら(1997)は，スウェーデンで男 16 人，女 19 人計 35 人の 7 歳から 12 歳の
学校恐怖症の治療を受けた人たちと年齢的に一致した 35 人の登校拒否ではない精神医学的患









 Jenni(1997)は，school refusal に関する文献であるが，school phobia にも関する文献であるの
で，ここでは取り上げない。 
 Ⅲ おわりに 
 1997 年の ERIC と PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS における不登校に関連すると考えられる
研究では，不登校を念頭に置いた「登校改善中途退学予防」という表現が見られず，「中途退
学予防」という表現である。不登校よりも退学予防に力点を置いた研究が 90 年代半ばの現在で
は収録されてきている。また，1997 年では，KIDS COUNT Data Book のデータを元にした文献
が 5 件ほど見られる。事例研究よりもモデル研究の適応の文献が多いのが特徴である。暴力や
犯罪等との関連を論じている文献も今年は見い出されてきている。 
 DIALOG データベースでの 1997 年の ERIC では， school attendance に関する文献が 21 件，
school dropouts に関する文献が 11 件，school phobia に関する文献が 2 件，school refusal に関す
る文献が 1 件であった。一方，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，school attendance に関す
る文献が 25 件，school dropouts に関する文献が 23 件，school phobia に関する文献が 5 件，school 
refusal に関する文献は 8 件であった。1997 年の検索文献総数は，103 件であり昨年の 73 件より
かなり増加している。経年変化については，2001 年以降にまとめるが，増加については注目し
ておきたい。 
 基礎研究としての ERIC および PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の文献を用いた世界の不登
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